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 要 旨   

目的： 世界保健機関（WHO）リスク飲酒レベル（非常に高い、高い、中程度、低い）の有病率の経

年変化や健康状態との関連について、全体および性別でほとんど知られていない。著者らは、全米

を代表する 2つの調査データを用いて、経時的な変化が性別によって異なるかどうか、また、各調

査においてアルコールに関連する健康状態が WHO リスク飲酒レベルと関連しているかどうか、さ

らに、これらの関連性が性別によって異なるかどうかを検討した。 

方法： 2001-2002年の National Epidemiologic Survey on Alcohol and Related Conditions

（NESARC、N=26,655）および 2012-2013年の NESARCIII（N=25,659）の現在の飲酒者に関するデー

タをロジスティック回帰を用いて分析した。調査間の有病率の差は、全体および性別の飲酒レベル

ごとに推定された。また、各調査において、アルコール使用障害（AUD）、薬物使用障害、機能障害、

肝疾患、うつ病・不安障害について、WHOリスク飲酒レベル別の有病率の差を推定した。 

結果： 2012-2013年の調査では、中リスク、高リスク、超高リスクの飲酒の有病率はそれぞれ 5.9%、

3.2%、3.5%であり、2001-2002年の調査（それぞれ 1.0%、0.6%、0.9%）から有意に増加した。超高

リスク飲酒者（0.5％）の増加は、女性（1.4％）の増加よりも小さかった。両調査とも、低リスク

と比較して、健康状態は非常に高リスク（有病率の差の範囲、2.2％-57.8％）、高リスク（2.6％-

41.3％）、中リスク（0.6％-29.8％）の飲酒と有意な関連があった。男女別では、男性では AUD、女

性では機能障害、うつ病性障害、不安障害に強い影響があった以外は、ほぼ同様の相関がみられた。 

結論： 米国の成人における潜在的に問題のある飲酒レベルの増加は、より良い予防と治療戦略の

必要性を強調している。本研究の結果は、WHOのリスク飲酒レベルの妥当性を支持するものであり、

禁酒をしない飲酒量削減の治療目標としての臨床的有用性を示している。このような目標は、より

多くの人々を治療に参加させ、危険な飲酒がもたらす個人的・社会的影響を減少させることで公衆

衛生を向上させることができる。 
 


